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巻頭言 
創刊号ではニューロエシックスとは何か、なぜ重要なのか、そして神経科学と社会の関係にどのような影響を及ぼすのか、その基礎を探りました。そして今、この分野の重要かつタイム

リーな側面「グローバルニューロエシックス」に目を向けています。しかし、なぜ「グローバルニューロエシックス」なんでしょうか？ 

 

グローバルな大義のためのローカルな視点 

非常に長い間、神経科学の分野は、あたかも真空の中に存在しているかのように、その

大部分を自分たちだけのものにしてきました。新しい脳の研究や技術革新はエキサイテ

ィングで、動きが速く、（時には）派手であるものの、私たちの注意を必要とする現実の

世界での結果もありました。これらの結果は、異なる文化、医療制度、法制度を超え

て展開され、世界中の人々にさまざまな影響を及ぼしています。うつ病のような精神疾

患をよりよく理解する必要性であれ、アルツハイマー病のような神経疾患の治療法を見

つける必要性であれ、グローバルな問題は普遍的なものです。すべての人々がこれらの

症状に苦しんでいます。しかし、すべての集団がこれらの状態を同じように捉えているわ

けではありません。例えば、文化によっては脳や精神疾患を治療可能なものと見なさな

い場合もあれば、信条体系によっては個人の優先事項より地域社会のニーズを重視

する場合もあります。さらに、倫理的な問題は、習慣や伝統の違いによって対処の仕方

が異なります。しかし、私たちは互いから学び合うことができます。そして、地域の視点に

ついて耳を傾けることから始めることにしました。 

私たちは、正義、アクセス、文化的視点、ガバナンスに関する重要な問いを投げかける

ことができます。誰が最先端のブレインテックにアクセスできるのか？異なる社会は、自律

性、エンハンスメント、精神的プライバシーといった概念をどのように定義するのか？ある

国では倫理的とされる技術が、他の国では容認できないとされた場合、どうなるのか？

私たちの脳データはどこへ行き、誰のものになるのか？グローバルニューロエシックスは、国

境を越え、多様な分野、コミュニティ、地域からの声を取り入れた、包括的な対話を求

めているのです。 

私たちは、ニューロエシックスが欧米や高所得国の視点に限定されるべきではないと

考えています。本号では国や文化の境界を越えてニューロエシックスを探求し、神経

科学が世界的な舞台と出会ったときに生じる倫理的な課題と機会に焦点を当てま

す。ニューロエシックスとは何かについての多様な理解、異なるグループやコミュニティの

架け橋となるグローバルニューロエシックスの取り組み、脳データの広範なガバナンスへ

の視点、その他のテーマを特集します。重要なのは、これらのトピックが、特に科学と

社会の交差点において、多様な視点の価値が問われている、世界的に重要な瞬

間に合致しているということです。私たちはこの考え方に疑問を呈し、多様性は単に

重要であるだけでなく、グローバルニューロエシックスにとって不可欠であると考えます。 

会話におけるあなたの役割 

ニューロエシックスは、科学者、倫理学者、政策立案者のためだけのものではなく、すべ

ての人のためのものです。それは人間のアイデンティティ、主体性、そしてウェルビーイング

に関するものです。本号で提起された問題について、グローバルニューロエシックスがあな

たのコミュニティにどのような影響を与えるか、批判的に考えながら会話に参加することを

お勧めします。 

ニューロエシックスの視野を広げることで、私たちは神経科学とその実装に対し、より

包括的で、公正で、文化的な認識を高くしてアプローチできます。分断とつながりの

両方がますます顕著になる世界において、脳の倫理をナビゲートすることの意味を探

るために、共に前進しようではありませんか。 

第2号グローバルニューロエシックス特集へようこそ。 
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グローバル グループ 

ニューロエシックスの最前線 
キャサリン・バシル＆フランシスコ・ロセロ＝ビジャレアル 

International Brain Initiative（IBI）や Institute of Electrical and Electronics Engineers（IEEE）をご存知でしょうか。これらのグローバル組織はニューロエシックス

にますます力を入れています。その理由を探るため、私は各組織のリーダーにインタビューを行いました。 

 
Q: IBIは、世界的な神経科学の発展や国境を越えた倫理的ジ

レンマがもたらすユニークな課題にどのように取り組んでいますか？ 

ジュディ:IBIの使命は、オープンで政治色のないグローバルな神経科学を推

進することです。各ワーキンググループは、このビジョンを目標達成のよりどころ

としています。こうすることで、倫理的な配慮が直接、間接に関わるかどうかに

かかわらず、最優先のトピックに取り組むことができます。 

Q: 新興ニューロテクノロジーに関連する倫理的ジレンマは、すべて

の人に等しく影響すると思いますか？ 

ジュディ:もちろんそうではありません。神経疾患や精神疾患の苦しみを和

らげることに焦点を当てた新興ニューロテクノロジーは、すべての人に等しく

影響を与えるはずですが、アクセスや資源は世界の地理的分布によって

大きく異なります。文化的受容もまた、地域社会の価値観、ニーズ、優

先順位により違いがあります。 健康そのものに関連しないニューロテクノロ

ジーは、この議論において二次的な位置づけになります。それらに倫理的

な焦点を当てることで、健康福祉分野の効果的な解決策と分配的公正

の保証には依然として必要な技術革新を損なうべきではありません。 

Q：ニューロエシックスの国際協力は、このようなグローバルな課

題に効果的に対処するためにどのように役立つのでしょうか？ 

ジュディ: ニューロエシックスの指針となるのは、常に先見性です。従って、

先見性と、異なる世界観の受容と統合、エビデンスに基づく実践、謙虚さ

を組み合わせることで、グローバル規模での最良の結果が得られるでしょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 



Q: IBIは、世界的な神経科学の発展や国境を越えた倫理的

ジレンマがもたらすユニークな課題にどのように取り組んでいます

か？ 

ローラ: IEEEニューロエシックス・フレームワークは、設立当初から、グロ

ーバルな神経科学の発展がもたらすユニークな課題が、使用される技

術タイプだけでなく、技術が応用される領域によってどのように形成され

るかを視覚化するのに役立つマトリックス形式を確立しました。 

さらに、様々なキャリアレベル、専門分野、地域の人々を含むボランティ

アのネットワークを活用し、国境を越えた視点から、多様な専門分野か

らの見識を含め、着実に課題に取り組むことができています。 

Q: 新興ニューロテクノロジーに関連する倫理的ジレンマは、すべ

ての人に等しく影響すると思いますか？ 

ローラ：新興ニューロテクノロジーに関する倫理的ジレンマがすべての

人に等しく影響を与えるわけではないことは、すでに分かっています。そ

もそも、誰もが新興ニューロテクノロジーを利用できるわけではありません

し、同じ技術であっても、人によって利用目的は異なります（それによっ

て、関連する倫理的ジレンマも変わってきます）。人々は、ニューロテク

ノロジーに関する何等かの倫理的ジレンマを緩和しうる異なる立場を有

しているのです。価値観は人それぞれで、例えばプライバシーへの影響

に苦慮する人もいれば、そうでない人もいます。 

 

- 最近、ある学生が新興テクノロジーについてのディスカッションで言ったように、"私はすでにソーシャルメディアに自分のことをたくさん投稿しているのに、何が違うの？"と。です

から、すべての人が同じように影響を受けるとは考えにくいのですが、ニューロテクノロジーが私たちの生活の一部となることが増え続ければ、人々は何らかの形で影響を受ける

ことになるでしょう。 

 
Q：ニューロエシックスの国際協力は、このようなグローバルな課題に効果的に対処するためにどのように役立つのでしょうか？ 

ローラ：私たちの声を増幅させるだけでなく、異なる地域の異なる視点を統合することで、私たちの努力はより報われます。また、国際的な協力関係は、ある種の

倫理的配慮をより際立たせる（あるいは希薄にする）文化的差異を認識し、地域の優先事項や価値観、慣習に配慮しながら、より効果的にグローバルな課題

に取り組むための包括的な戦略を開発する上でも役立つと思います。ニューロエシックスのガイドラインを調和させる一方で、文化的な相違に基づく戦略や優先順

位を好む余地を残すことで、確実にこれを満たすことができるでしょう。ニューロエシックスに協力して取り組むことで、ニューロエシックスの専門性の発展が芳しくない

国々あるいは分野におけるキャパシティ・ビルディングに役立ちます。最後に、私はそれ（国際協力）が包摂性を促進すると考えます。これにより、世界の他の地域

では優先事項から程遠い倫理的課題に焦点を当て続けることなく、異なる地域からの視点を取り入れることが可能になるからです。 
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キャサリン・バシル 

 
 
 
 
 
 
 

 
こ の オ ピ ニ オ ン は 、 「 Neuroethics Today 」

（www.neuroethicstoday.com）(2025年4月1日発行）に掲載

された記事の一部である。 

 
パレスチナとレバノンでの戦争は、私の仕事に対するモチベーションに疑問を抱

かせた。罪のない人々が基本的かつ最も根本的な人権を剥奪されるのを世

界が黙って見ている中、なぜ私は、人権に対するニューロテクノロジーの潜在的

害悪についての情報収集と共有に時間を費やさなければならないのか？ニュー

ロエシックスでは、しばしば社会正義の重要性を議論するが、科学技術が関

与しない文脈でさえ、正義は存在しなかった。 

 
さらに、2024年の米国大統領選挙の結果がもたらした影響と結果について、

私は考えさせられた。「ニューロエシックスは政治的であるべきか？」。私の答え

は、明確にYESである。 

 
戦争の生命倫理 

戦争の惨状は、政治家だけでなく、生命倫理学者にも倫理的対応を求めて

いる。生命倫理が非政治的であり続けることができるという考えは、戦争犯罪

が私たちの主張する原則そのものを侵害するとき、空虚なものに感じられる。 
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The American Journal of Bioethicsに掲載された最近の論文は、現代

の戦争がいかに医療インフラを蝕み、民間人に不釣り合いな被害を与えている

かを概説し、このような状況における医療提供者の倫理的責任について疑問

を投げかけている。自国の政府がこのような残虐行為に加担したり、あるいはそ

れを無視したりすることは、ニューロエシックスに携わる者としてどのような意味を

持つのだろうか？私たちには、人権の基盤としての平和を擁護する義務がない

のだろうか？ 

 

科学コミュニケーションの倫理 

科学に対する社会の信頼は崩れつつある。米国保健省長官が公然と反ワク

チンの姿勢を示すなど、反科学的なレトリックが台頭する中、効果的な科学コ

ミュニケーションの重要性はこれ以上ないほど高い。 

 
救命医療へのアクセスを拒否された地域社会にとっても、かつてない敵意

に直面している科学者にとっても、その結果は個人的なものである。科学コ

ミュニケーターは単なる語り部ではなく、真実を擁護し、正確で利用しやす

い情報が一般の人々に届くようにする責任がある。 

 
科学と社会とのギャップを埋めることに重点を置くニューロエシックスは、この危機

に正面から取り組まなければならない。権力者が積極的にいるとき、私たちは

どのようにして信頼を回復できるのだろうか？ 

 
科学予算をめぐる政治 

科学は資金なくしては存続できない。米国、オランダ、その他の国々で、政府

は研究予算を削減している。既に倫理的な課題を抱えるニューロテクノロジー

にとって、これは社会的影響を研究するためのリソースが減ることを意味する。 

 
これは単に財政的なものではなく、倫理的な問題である。科学への助成は、

政党の優先順位の変化によって左右されるべきではない。科学の進歩にア

クセスし、その恩恵を受ける権利である「科学する権利」は、国際的な枠組

みで尊重されている人権である。予算削減によってこの権利を損なうことは、

科学の進歩だけでなく、社会全体の幸福をも危うくする。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

http://www.neuroethicstoday.com/
http://www.neuroethicstoday.com/


 

3月7日、米テネシー州ナッシュビルでの「科学のために立ち上がろう」集会。 (ジョージ・ウォーカー4世／AP通信）。Yahoo.comより引用 

 
ニューロエシックスに携わる者として、私たちは、新興技術の倫理的、社会的、

法的実装の緊急性を資金に反映させるよう要求しなければならない。それは

単に科学を発展させるということではなく、科学が確実に人類に役立つようにす

る、ということである。 

 
ニューロテクノロジーのガバナンス 

ニューロテクノロジーのガバナンスは重大な岐路に立たされている。最近の報道

では、イーロン・マスク氏のニューラリンク社がFDAの規制プロセスに影響を及ぼ

しており、ニューラリンク社の脳インプラント臨床試験について安全性への懸念

を示したFDA職員の何人かが、"DOGE解雇 "というユーモラスなニックネームを

持つ、組織全体の解雇対象に含まれていることが明らかになった。 

 
このことは、公衆衛生機関に対する透明性、説明責任、企業の影響力につ

いて深刻な警鐘を鳴らすべきである。強力なハイテク企業のリーダーが規制当

局の決定を左右したり、反対意見を排除したりできるようになれば、システム全

体の整合性が疑われることになる。 

 
ニューロエシックスは、ニューロテクノロジーの強固で独立した監視を提唱する積

極的な姿勢をとらなければならない。企業の利益によって安全性と倫理的配

慮が疎かにされるのを許すには、利害関係があまりにも大きすぎる。ガバナンス

は、ニューロテクノロジーの進歩が私利私欲よりも公共の福祉を優先することを

保証しなければならない。 
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これからどこへ行くのか？ 

私たちは、正義が自分たちの職業上の焦点に都合よく合致するケースを選

び出す一方で、他の制度的不公正を無視することはできない。私の考えで

は、より広範な不正に目をつぶりながら、ニューロテクノロジーのガバナンスに

おける正義を求めることは、倫理的擁護の根幹を損なうものである。私たち

の倫理へのコミットメントは、あらゆる形態の不正が相互に関連しており、公

正さと人間の尊厳のための戦いは学問の境界を越えていることを認識し、

全体的かつ一貫したものでなければならない。 

 
ニューロエシックスは真空の中では存在できない。技術、政治、そして社会

が交わるところから、私たちの仕事は始まるのであり、そこで終わるのではな

い。倫理的な研究資金を提唱するにせよ、反科学的レトリックに立ち向か

うにせよ、あるいは戦争の時代に正義を求めるにせよ、ニューロエシックスは

理論以上のものでなければならない。行動を起こさなければならないのだ。 

 
そう、ニューロエシックスは政治的であるべきなのだ。なぜなら、政治が世界

を形成するからであり、私たちニューロエシックスに携わる者には、政治を形

成する役割があるからである。 

 
これは分断を扇動するメッセージでもなければ、どちらかの味方をするよう呼

びかけるものでもない。これは、（脳の）健康に対する、科学の進歩に対

する、我々の存在に対する、正義に対する、人間性に対する、我々の連帯

責任について考えるためのメッセージである！ 

https://eur05.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fneuroethicstoday.com%2Fso%2F67PMB7jQ9%2Fc%3Fw%3D__bTidkbKFOnvqd0hzjopefqZ8jt8fzQX52FJGnJmOk.eyJ1IjoiaHR0cHM6Ly93d3cucmV1dGVycy5jb20vd29ybGQvdXMvZmRhLXN0YWZmLXJldmlld2luZy1tdXNrcy1uZXVyYWxpbmstd2VyZS1pbmNsdWRlZC1kb2dlLWVtcGxveWVlLWZpcmluZ3Mtc291cmNlcy0yMDI1LTAyLTE3LyIsInIiOiIzNmMyZmYxNy02N2E3LTQ1NDMtYTQ3MS1kZWY0MTk0YWUwOGUiLCJtIjoibWFpbCIsImMiOiIwMDAwMDAwMC0wMDAwLTAwMDAtMDAwMC0wMDAwMDAwMDAwMDAifQ&data=05%7C02%7CK.C.Bassil%40umcutrecht.nl%7C8022fcbb4c8b45af248b08dd710af489%7Cdcdf4a3dd0c04a6394cf781981249be5%7C0%7C0%7C638791014083362909%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=nKF1oH5Lr2VVk408l%2BBohiL4hRX2eUaqqDRN7lYK%2Bb0%3D&reserved=0
https://eur05.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fneuroethicstoday.com%2Fso%2F67PMB7jQ9%2Fc%3Fw%3D__bTidkbKFOnvqd0hzjopefqZ8jt8fzQX52FJGnJmOk.eyJ1IjoiaHR0cHM6Ly93d3cucmV1dGVycy5jb20vd29ybGQvdXMvZmRhLXN0YWZmLXJldmlld2luZy1tdXNrcy1uZXVyYWxpbmstd2VyZS1pbmNsdWRlZC1kb2dlLWVtcGxveWVlLWZpcmluZ3Mtc291cmNlcy0yMDI1LTAyLTE3LyIsInIiOiIzNmMyZmYxNy02N2E3LTQ1NDMtYTQ3MS1kZWY0MTk0YWUwOGUiLCJtIjoibWFpbCIsImMiOiIwMDAwMDAwMC0wMDAwLTAwMDAtMDAwMC0wMDAwMDAwMDAwMDAifQ&data=05%7C02%7CK.C.Bassil%40umcutrecht.nl%7C8022fcbb4c8b45af248b08dd710af489%7Cdcdf4a3dd0c04a6394cf781981249be5%7C0%7C0%7C638791014083362909%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=nKF1oH5Lr2VVk408l%2BBohiL4hRX2eUaqqDRN7lYK%2Bb0%3D&reserved=0


"ニューロ-AI" と "ニューロ-量子" 
神経科学、人工知能、量子テクノロジー 

フランシスコ・ロセロ＝ビジャレアル 
ニューロエシックスとその行動範囲をより精密に定義しようと試みている最中だが、

最近、学術界では2つの新しい用語が登場した：「ニューロ-AI」と「ニューロ-量

子」である。この2つの新しい言葉は、神経科学と他の分野との新たな学際的研

究の成果である。この2つの新語は、最近まで一般の人々にとっては単なるSFで

あったコンピューターサイエンスと新規技術に由来する。 

ニューロ-AI 

私たちの神経系を研究する神経科学は、健康な状態であれ病的な状態であれ、

脳がどのように働くのかを理解しようとする、すでに確立された分野である。 

その一方で、人工知能という言葉は、正確な定義をまだ誰も提示できていない、

不透明で不運な用語のままである。元々、ジョン・マッカーシーはAIを「知的機械

を作る科学と工学」であり、計算科学から生まれた分野だと考えていた。(1)  

神経科学と人工知能の関係は、ウォーレン・スタージス・マッカロクとウォルター・ハ

リー・ピッツ・ジュニアによる1942年の画期的な論文「神経活動に内在する観念

の論理計算」にそのルーツがある。この論文は生物学とコンピューターサイエンスの

関係を浮き彫りにし、人工神経回路研究の先駆けとなった。 (2)  

したがって、厳密な意味では、ニューロ-AIの定義は複雑ではない。神経科学

と人工知能の交差点である。(3)しかし、この一見単純な定義が、より多くのリ

ソースをどこに投資すべきかという重要な議論を生み出している。より優れた人

工知能を開発するために基礎的な神経科学に投資すべきなのか、それとも

脳の働きをよりよく理解するために、より優れたAIモデルを開発するためにリソ

ースを使うべきなのか。今のところ、この難問の両側の科学者は、それぞれの

支持する十分な論拠を持っている。(4-6) 

どのような学際的な分野でも、神経科学とAIの関係が発展し続けるにつれて、さ

らなる時間と研究によって進化し、やがては薄れていくだろう。 
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ニューロ-量子 
さらに複雑なことに、2つ目の新語は「ニューロ-量子」であり、「量子神経科学」ある

いは「量子神経生物学」としても知られている。この分野は、脳機能と意識におけ

る量子力学の潜在的役割を探求するものである。この応用により、科学者は神経

の複雑性や多層モデルを刺激的な新しい方法で研究できるようになり、大きな進

歩が期待される。(7-8) 

しかし、神経科学と量子科学技術をミックスすることは、量子の基本的概念が私た

ちの大多数にとって理解し難いものであることを考えると、ニューロ-AIよりもさらに壮

大な挑戦となる。これらの分野では、粒子の素粒子的挙動に関する新しい考え方

が導入され、ニュートン物理学の古典的法則に挑戦している。最近、UNESCOは、

2025年を「国際量子科学技術年」と宣言した。量子分野は、脳の働きを理解す

る新しい方法を切り開く可能性を秘めているにもかかわらず、そのテーマを一般の

人々に説明するのは難しいだろう。(9) (10-11) 

量子の専門用語の理解は、その正しい応用のために非常に重要である。コヒーレ

ンス、エンタングルメント（量子もつれ）、テレポーテーション、スーパーポジション、

量子ビット（量子情報の基本単位）などの用語は、私たちが熟知しなければなら

ない新しい用語のほんの一部に過ぎない。さらに、ガバナンスや公共政策の観点か

ら、量子テクノロジーには多くの応用があることを認識しなければならない。例えば、

量子コンピューティングはAIの「高速化」以上のものである。この誤解は、間違いなく

この分野の発展に問題を引き起こすだろう。量子人工知能」という言葉を使えば、

この間違いを避けることができるかもしれない。(12) 

ニューロエシックスはまた、人工知能のニューロエシックスや「量子神経科学倫理学

（quantum neuroscience ethics）」のような新しい分野を研究する難しさに

も直面するだろう。しかし、これらの新分野はまた、ユニークな探究分野の機会を開

くだろう。(13) 

結局のところ、ニューロ-AIとニューロ-量子は、人類史上最も重要な器官であり、あらゆ

る技術の主要な創造主である「人間の脳」の複雑性を理解する手助けをしようとしてい

るテクノロジーであることを、忘れないでいただきたい。 



ニューロエシックスは 

地球に対して何を負ってるの？ 

 

ニューロエシックスはどう 

やって優先順位をつけるの？ 

 

ニューロエシックスへのグローバルな疑問 

   by Ann E. Funk, Phb, LSU, LMSU 
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どの境界線が重要と思う？ 

 

それに、どの領野が 

欠かすことのできない重要な

ものだって思う？ 

 
この地球上の誰の脳が、 

目や耳、唇、舌とつながって 

声を出すの？ 

 

誰が誰の脳を 

調べてるんだろう？ 

 

誰がそうしてるの？ 

 

誰の脳が制約されて、監視

の無限ループにはまるの？ 

 
誰が、誰の脳を 

調べるように 

なるんだろう？ 

 

読者のみなさん、この奇妙で

不快感ハンパない脳、 

どうします？ 

 

次はあなたの脳が 

こうなったらどうする？ 

 

脱工業化社会の残骸たちは、 

国境、州境、市境、それに解剖学的 

境界にどんな敬意を抱いてるんだろう？ 

 

それで、間違って境界の 

反対側に入っちゃうこと 

あるのかな？ 

 

もしそうなったら、 

脳はどうなるのかなぁ？ 

誰が誰の脳を 

調べてるの？ 

 



ニューロエシックスは何を意味するのか？  
アビゲイル・オポング 

 
 

 
この概念的ブレインマップでは、それぞれの「脳葉
（Lobe）」が、世界中のニューロエシックスに関
心のある30人に対する調査から得られたテーマの
クラスターを表している。（『Neuroethics 
Magazine』創刊号においてデータ初出）。 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

調査回答から「エンハンスメント」、「善のための神経科学」、「道徳的思考」といったニューロエシックスのアイデアの 
大陸間の相互関連性を可視化した図。 
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ポッドキャスト 

 
 
 
 
 

キャサリン・バシル 
 

Neuroethics Today は、神経科学とニューロテクノロジーの倫理的・社会的意味合いについての認識を高めることを目的と

した教育プラットフォームです。Neuroethics Todayのポッドキャストから、社会正義と脳科学の進歩によって最も影響を受ける

コミュニティの生活体験に焦点を当てたパワフルなエピソードを3つ選びました。コーヒーを片手に、ニューロエシックスがいかに正義の

道具となりうるか、私たちと一緒に考えてみませんか？ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

社会正義とニューロエシックス： 
振り返り、前進する（INSと共同配信） 

確信：オリバー・ロリンズ『暴力脳の形成と解体』 

 
 
 
 
 
 

地域社会中心の社会正義（INSと共同配信） 
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脳データを保護する法律があるのはどこ？ 
ニコール・チャッポン＆エリン・モロー 

 

    既存 
進行中 

 

 

米国ミネソタ州 
法案1420 
可決されれば、ブレイン・コンピューター・イン

ターフェースを利用した犯罪ブレイン・データの

権利の確立と罰則の改定が行われる。 

米国コロラド州 
H.B. 24-1058 
コロラド州個人情報保護法が神経 

データも含まれるように改正。 

 

米国カリフォルニア州 
修正案1223 
カリフォルニア州消費者プライ

バシー法が神経データも含ま

れるように改正。 

 
メキシコ 
神経権および神経技術に関する一般法 
可決されれば、神経データの保護を

含むニューロテクノロジーとサイバーテク

ノロジーに対する極めて徹底した規制

が導入される。 

チリ 
Law 19.698 / 21.179 
法律19.698(データ保護法)は、チリ最高裁判所に

より、神経データを機密データおよびバイオメトリク

ス・データとして保護するよう決定。 

今後施行される法律21.179は、19.698に代わり、 

神経データを包含する。 

米国イリノイ州 
H.B. 2984 
可決されれば、バイオメトリック法を改正することになる。 
バイオメトリクス識別子の定義に神経データを含める

情報プライバシー法 

米国バーモント州 
請求書 210 / 208 / 366 
可決されれば、法案210は未成年者の

神経データを保護することになる。 

法案208は包括的なデータ保護法案

であり、神経データも含まれる。 

法案366は、神経学的権利と精神的

プライバシーに加えて、神経データの保

護を求めるものである。 

 
米国マサチューセッツ州 
修正条項103 
可決されれば、神経データ保護

法が制定される。 
 

米国コネチカット州 
修正案1356 
制定されれば、コネチカット州データプライバ

シー法が改正、神経データが機密データと

して含まれ、保護が強化されることになる。 
ブ

アルゼンチン 
法案2446/23 
可決されれば、神経権を保護する法的

枠組みを起草する特別委員会が設立さ

れる。 

ブラジル 
法案522/2022 

可決されれば、ブラジルのデータ保護法で

保護される神経データも含まれる。
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オリバー・ロリンズ曰く、「誰が犯罪者か決めるのは脳ではなく社会だ」 

エリン・モロー 
 

2024年10月22日、INS会員で社会学者のオリバー・ロリンズ博士を迎えて、第1回ニューロエシックスブッククラブを開催した。ロリンズ博士の示唆に富む2021年の著書

「Conviction: The Making and Unmaking of the Violent Brain」の3つの章について、指定読者が議論した。その後、活発な質疑応答と聴衆による考察が行わ

れた。以下はそのディスカッションの要約である。 

 

犯罪の神経科学とは何か？ 
1980年代、神経科学者たちは、CTや機能的磁気共鳴画像法（fMRI）などの脳スキャンを用いて、その人が反社会的な行動に至るリスクを予測しようと試みた。神経科

学者たちは、これらの技術によって、"肉眼では見ることのできない"脳の構造や機能の、小さいながらも意味のある変化を特定できると主張した。この研究は、米国連邦政府

を含む公的、私的資金によって正当化されてきた。多くの場合、研究チームは犯罪を精神疾患や治療可能な臨床症状として捉えていた。 

誰が罪を犯すかについて、脳は実際に何を教えてくれるのか？ 
数十年前の疑似科学（骨相学を考えてみよう）ではないが、ロリンズ博士は、犯罪者を発見するために脳を覗き見ることは結局のところ的外れだと主張した。脳データを使っ

た分析は、しばしば価値中立的で客観的なものと見なされるが、そもそも犯罪を定義する方法に体系的な人種差別や階級差別が影響しているという事実を考慮していない。

それらはまた、どのようなリサーチクエスチョンを投げかけるか、研究参加者がどのように受け止められるか、そして私たちが何十年も頼りにしてきた評価にも影響を及ぼしている。

最も精巧に作られたモデルでさえも、こうした制度のもとでの生活体験の帰結を捉えることはできないのである。 

 
神経科学は法廷でどのように（誤解）理解されているのか？ 
重要な問題のひとつは、精神科医の評価と比較して、ある人物が反社会的であるという、より説得力の

ある証拠とみなされる可能性のある脳スキャンの使用である。ロリンズ博士は、犯罪は社会規範によって

左右されるものであり、法的判断は空白の中で下されるものではないと強調した。裁判官や陪審員は、

人種差別や階級差別のシステムの中で生きている人間であり、誰が犯罪者になりうるかという先入観を

持って審理に臨む。ロリンズ博士は、神経科学が法曹関係者によってどのように解釈されるかについて、

専門家がより大きな責任を負うように促した。"彼らでなければ、誰なのか？"というのが理由である。 

犯罪を病気と呼ぶとどうなるか？ 
犯罪の神経科学に対する一般的な弁明は、誰が危険な状態にあるのかを研究者が知れば、早期に

治療できるというものだ。実際、ロリンズ博士は、ほとんどの神経科学者は、人々が刑務所に行くのを防

ぎたいと話していると強調した。しかし、犯罪を精神疾患として扱うことは難しいという問題を提起する：

ある人が罪を犯す危険性を判断した場合、その情報をどうするのか？そして、どれだけ早期から危険性

の探索を始めるのか？「その判断は社会が下すことになる」と彼は言う。 

 

「神経科学者たちは、単に未熟さを示す回路を発見したわけではない。」 
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ニューロエシックス ブッククラブ 



「現実の世界では、ニュアンスなん

て誰も気にしない。」 

リスクベースの犯罪モデルを使用することは、

どのような結果をもたらすのか？ 
ロリンズ博士は、ある社会学者と交わした、幼少期の

犯罪性予測に関する印象的な会話について語った。

その社会学者によれば、5-10％の子どもは "悪い子

ども"になる。もう一方の5-10％は手を染めることはな

い。その間の80％の子どもたちについては、ほとんど何

もわかっていない。例えば、住んでいる地域など、周囲

の環境によって、彼ら全員が "危険にさらされている"

かもしれない。ロリンズ博士は、ここで疑問を呈する。

脳に基づく犯罪リスク測定は、果たして何をもたらすの

だろうか？ 

AIは犯罪の神経科学にどのような影響を与

えるのか？ 
AIは、物事を "悪化"させると、ロリンズ博士は言う。多く

の予測アルゴリズムは企業によって所有されているた

め、学者やその他の人々は簡単にアクセスすることが

できず、潜在的な否定的結果に関する重要な監

視を妨げている。AIエンジニアたちが、彼らの新しい

モデルがこれまで以上に迅速かつ優れた社会問題

への対処に役立つと主張するとき、私たちは考えな

ければならない。 

「私は科学をやるだけ」と言うのは、

逃げだと思う。 
 

 
書籍情報は

こちらを  

チェック！ 
 

 
 
 
 

オリバー・ロリンズ博士 
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正常な脳を定義する
ことの危険性とは？ 

 
 

「人々が "普通"という言葉を使うときは、 
いつも、彼らが最も慣れ親しんでいるものを 
意味していると思う。」   

「正常な脳など定義されない。 
なぜなら、存在しないから。」 

 
 

 
「正常な脳についての我々の考えは、 
研究者集団の多様性の欠如によって 
歪められている。」 

 

 

 

 
 

 
「"正常な"脳は、人がどうふるまうべきかと
いう規範的な社会的仮定に基づいている。」 

 

「特に神経多様性(Neurodivergent)） 
コミュニティにとっては有害な情報になりかね
ないと感じる。」 

 

 
「何が正常かを考える前に、 
脳とは何かを理解しよう。」 

 
 

「標準偏差には多くの矛盾があると思う。」 
 
 

 
 
 
脳の"正常さ"は、解明されればされるほど、  
ある種の消失点になる。 
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ニューロエシックス・ブッククラブ・ズームチャットからの引用に太字強調を加筆 

 

 
「神経科学的な言説は、

（正常な脳とは何かと）同時に、
正常ではない脳とは何かを定義 

してしまった。」 

 
 

 
次回も乞うご期待： 
The Anxious Generation 
（不安な世代） 

ジョナサン・ヘイド著 

 



 
グローバルニューロエシックスガバナンスの推進 
福士珠美 

 

アジアにおけるニューロエシックスガバナンス：新潟大学による国際シンポジウム開催 
2025年2月4日、新潟大学は有壬記念館において国際シンポジウム「ニューロエシックスにおける国際ガバナンス：ア
ジアからの視点」を開催した：このシンポジウムには、第一線で活躍する学者、研究者、政策専門家など100名以上
（会場参加30名、オンライン参加70名）が参加した。シンポジウムでは、新興ニューロテクノロジーの倫理的、法的、
社会的実装に焦点を当て、グローバル・ガバナンスにおけるアジアの役割の拡大にスポットライトを当てた。新潟大学の
末吉邦副学長はシンポジウムの冒頭で、国際協力の必要性を強調し、同大学が新たに設立した「新興テクノロジーと
ガバナンス研究センター」を紹介した。 

 
セッションハイライト 
第一部では、3つのキープレゼンテーションが行われた。小田扶実子氏は、予算総額955億ユーロ（2021年～2027年）
のEUの主要研究・イノベーション資金プログラム「ホライズン・ヨーロッパ」について紹介し、ニューロエシックスの国際協力の機会
としての欧州研究領域（ERA）プロジェクトへの日本の関与の可能性と洞察を述べた。小野寺理博士は、発症前神経疾
患における倫理的課題を検討し、患者のプライバシーを守るバランスの取れた政策を求めた。韓国脳研究院の Sung-Jin 
Jeong博士は、韓国のニューロエシックスの取り組みについて概説し、市民参加と倫理的ガバナンスを強調した。小野寺博士
とJeong博士は、老化脳研究における現在進行中の協力的な取り組みについて議論し、セッションを締めくくった。 

 
実践倫理パネルディスカッション 
第2部では、白川展之博士の司会によるパネルディスカッションが行われ、ニューロテクノロジーの現実世界への影響につ

いて議論された。有江文栄博士、西村友海氏、島田斉博士、福士珠美博士という日本のトップ機関の専門家が、認

知機能検査における倫理的な懸念、差別のリスク、法的保護の緊急の必要性について議論した。科学技術振興機

構社会技術研究開発センター（JST-RISTEX）の「科学技術の倫理的・法制度的・社会的課題 (ELSI) への包

括的実践研究開発（RInCA）」プログラムの支援を受けて行われたパネルディスカッションでは、分野横断的な協力

体制と、患者や一般市民へのアドボカシーの重要性が強調された。 

 
閉会の辞 
染矢俊幸副学長は、AIと神経科学の倫理的枠組みの形成におけるアジアのリーダーシップの可能性を強調し、シンポジウ

ムを締めくくった。特に、東アジアにおける、テクノロジーと倫理を融合させるユニークなアプローチ―急速に進化する現代

社会において、極めて重要な視点―を強調した。 
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グローバルニューロエシックス 
編集部 
 
キャサリン・バシル  エリン・モロー 

 
執筆協力 

ニコール・チャッポン アン・フィンク 

福士珠美  

アビゲイル・オポング 

フランシスコ・ロセロ・ビジャレアル エリザベス・シヴェルツェン 

ディアナ M. ウリアン 

 

 
 
本誌に関するご意見・ご感想 
をお聞かせください。 

 
 
 

 
アフィニティ・グループに関する 

情報はこちらから！ 
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ご関心がありますか？ 

編集部にご一報ください！ 
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